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【委員会主旨】
これまで山形青年会議所では、未来を担う次世代育成という視点から、さまざまなひとづくり事業を展開してきました。ここ近年では青少年を対象とした郷土愛醸成による健全育成事業、ＯＭＯＩＹＡＲＩのこころをテーマに実践されたひとづくり事業。本年、私たち次世代育成委員会では、「スポーツ」と「芸術」を活動の軸に、何事にも「チャレンジ」することで次代を担う人財を育成していきます。
　少子化や核家族の増加による家庭環境の変化により、パソコン・ビデオ・コンピューターゲームなど室内での遊びが普及する反面、鬼ごっこやかけっこなど外で友達と遊ぶ中から生まれる「創造性」や「協調性」、成功や失敗から生まれる「喜・怒・哀・楽」の感情などが、どこか希薄になっているように思えます。そこで、スポーツを通して次世代を担う子どもたちに良い意味での刺激を与えることで、相手を思いやるこころや、「失敗」「挫折」を克服する強い心を育成します。また、スポーツには体を丈夫にするという、生きる上で最も重要な要素が含まれています。心身ともに健やかな子どもたちの育成に力を入れます。

　５年にわたり行われてきた美術館事業を通して、ＫＩＤ'Ｓ　ＡＲＴ　羅針盤！という１つの柱ができました。本年は、「芸術」という１つのキーワードをもとに「見て」「触れて」「体験して」感じることのできる、新たな感性の創造と、子どもたちの持つ更なる無限の可能性を最大限に引き出す事業を展開していきます。

山形にはプロスポーツや山形美術館という身近に触れることができる最高の宝物が存在し、これは山形の魅力でもあり誇りでもあります。郷土愛を育みつつ活気ある山形を創造するために、子どもたちには最大限の機会（チャンス）や夢を与え、また「子は親の鏡」といわれるように、私達メンバーが模範となるべく元気に楽しく活力あるひとづくりに邁進します。
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	７月
	山形市内の青少年と保護者
	１００，０００円
	木村俊広
	協議２月

協議３月

審議４月

決算９月

	例会の企画・実施に関する事項
	９月例会の企画・実施
	人財育成に関連する講師を招いた例会の開催
	９月
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	３００，０００円
	河又勇人
	協議５月

協議６月

審議７月
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【室長意見】
　やまがたの未来を担う子どもたちに、スポーツを通して様々な体験をし、新たな「気づき」と出会いを得る事業を展開します。そして先輩諸兄が取組んできた絵画鑑賞型プログラムをより一層推進させ、やまがたが持つ豊かな芸術資源を子どもたちが存分に享受できる機会を創造し、心身ともに健全な青少年が育成される環境を提供します。事業を通し心身ともに豊かな子どもたちが愛するまちやまがたの魅力を感じ、市民とともに明るい未来を創造する人財の育成を目指します。
